
� 
f 大

第25号

谷古屋

巻頭言

古ウパニシャツドにおけるもmr派生語の思想的特徴について' 
橋本一道 ・・

開城 ・ 仏日寺戒壇の意義 -・・…・・……・ 26 

『摂大乗論』第VII章「増上心品」註釈文献の翻訳研究( 1) 
嶋本 弘徳・・・…................・・・・1…44

鎮祭李

現地考察の結果:台湾三箇所の嬬祖廟を巡り一嬬祖信仰と中国仏教一
張 凱 ・・・・・・・・・・…..……・・・・・・・・・・・・・・・ 73 

ミャンマ一国家僧統委員会編『比丘尼についての裁定資料J (Bhikkhunïvinissaya 
Sardan)翻訳と注解(前編)

サッチャーナンディー込山・:・…ι・・・・98

南伝上座部における縁起説と輪廻の関係性
志智昭良 ...・3:Ff・....・H・.....……130

nu

 

，、d由真

ラ
察
安

一
考

ダ
一

ン
ヲ匂

ヤ
す

チ
関

の
に

て
素

し

要

と
的

者
教

法

密

護
の

令和3年3月

葉報

<研究ノート>
一『大般浬繋経J



龍

谷

大
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院

生

会

会

則

第

一

章

第
一
条

第
二
条

総則本会
は、

龍谷大学仏撃T院生
会
と
称
す
る。

本会
は、

院
生

の息事基本と
し
て、

学問

の
自
由

今様護
し、

龍容大学仏整子大学院

生
の

研窓涜動
の
向
上
に
努
め、

会

員担与
の

親睦
を
図
る
こ
と
を

目的
と
す
る。

本会
は、

動江郁
を

古蔀市王
尽

区一七

条大宮

龍谷大

学仏整主見九室内
に
置
く 。

第
三
条

雪

量

会員

第
四
条

本会
は、

次
の
会
員
を
以
て
構
成
す
る。

一、

正
会
員

龍谷大学大学院仏整事攻
に

在籍す
る
も

の。

二 、

準会
員本会

の

士吉
田
に

賛同
し、

特
に

・窓会
に
認
め
ら

れ
た
も
の。

三 、

賛
助
会
員

本会
の

士宮
に

賛同
し 、

財墜聞
で
の

守護
と

い
う
形
で

協力
す
る
も
の。

筆

ニ

章

総会

第
五
条

撃
は、

本会
の
量

暴決機関
で
あ
る。

第六条

態E
は、

本会
の
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る。

第
七
条

盤在 、

正
会
員
の一
二
分
の
一
以
上
の

参加
を

も
っ
て

開催す
る
こ
と
が
で
き
る。

第
八
条

総会
は、
A

裏
が
こ
れ
を
招
集
し、

次
の

場合

に

開催さ
れ
る。

て

定期建玄
(
毎
年
四

息

二 、

会長
が
必
要
と
認
め
た

場A円

三 、

正
会
員
の
五
分
の一

以
上
の

連薯
に
よ
る

請求
の

あ
っ
た

場Aqv

第九条

総会
に
お
け
る

決議
は
出

度E
員
の

過半数
の

用意
今
必
要
と
す
る。

第

四

章

動江既E貝

第十条

本会
は、

次
の

役員
を
お
く 。

一、

安

否主

ゑ道会長

石原国会訂

互⑤翠京

里

急変互削酔重

石②茎子部院牛協議会

代
表
委
員
一
名

二 、

た
だ
し、

白③以外
の
兼
任
は
こ
れ
を
妨
げ
な
い。

第十
一
条

会長
は、

会
員
の

推薦
に
よ
り

総会
の

承認

を
得
る。

又 、

役
員
は、

総会
に
お
い
て
正

会
員
よ

り選出す
る。

舎在 、

本会
を
代
表
し、

熟

語
は

統括

す
る。役員

の

任期
は
一
年
と
し 、

再任並
び
に
兼

任
を
妨
げ
な
い。

第士
一
条

筆
条

筆且章

事業

第十
四
条

本会
は
第
二
条
の

目的
を
達
成
す
る
有

次

の

事業
を
行-
っ 。

て

研
究
発
表A
R

講演会守
の

開催並
び
に
そ
の
援

助ι

二 、

山出坊
の

如何

三 、

会

員親睦
に
関
す
る

事堂束。

第十
五
条

第十
四
条
一、

二 、

の

事業
に
関
し
て
は
次

の
と
お
り
に
行
う。

一、

原則
と
し
て
正
会
員
は、

年一

度研究発表を
す

る
こ
と
主

由民
と
し 、

そ
の
発
表
の
場
と
し
て
定

例
研
究
発
表
会
を
行
う
も
の
と
す
る。

二 、

研究思翠衣
に
関
し
て
は 、

次
の
と
お
り
に
行
う。

ィ 、

修工
課
程
(
以
下
M

と
略
す)

一
年
は、
一

年間
を

発塞塑由聞
と
み
な
し、

翌年度初

頭
に
お
け
る

研究過程墾
旦E
に
て
発
表
を
行

う
も
の
と
す
る。

ロ 、

M

二
年
以
上
は、

修十一品=

受
提
出
前
に
行
う

中開発表
を
も
っ
て、

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が

で
き
る。

但
し 、

該

当年度
の
論
文
提
出
を
行

わ
な
い
も
の
も、

研
究
経
過
の
発
表
を
も
っ
て

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る。

ハ 、

博十夜期過
程
(
以
下
D

と
略
す)

は、

型守
か
の

研容雑誌
に

活写化
さ
れ
た

論文
の

発
表
を
行h
っ 。

ニ 、

但
し 、

D

一
年
は、

修
士
論

文面高
(
『
大

芋院紀前直

に

掲載分)

を
も
っ
て
こ
れ
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
る。

ミ

第十
四
条
二
の
内

年一

回
は、

研究城壁自
の
発

刊
を
行
う
も
の
と
す
る。

又 、

発刊
に
際
し
て
は、

編集委

員会
を
置
き、

本ム轟仇行部役買を
も
っ

て
こ
れ

や構成
す
る。

ィ 、

聾萎員
の
内

編集委息長
一
名
を

万蓮
し

委
員
を

統括す
る
も
の
と
す
る。

ロ 、

但
し 、

編集委

員会
が
必
要
と
認
め
た

受
只

若十名
の
委
員
を、
正
会
員
よ
り
委

塁長
が
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
る。

第六章

会計

第士
ハ
条

本会
の

会ι井監度
は、

毎
年
四
月
一

日
よ
り

翌年
三
旦
二
十一

日
ま
で
と
す
る。

第十七条

本会
の

経費
は、

還
冗
金 、

会
費

寄付全

お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
と
す
る。

正

会員谷費

年
額

三 、

のハδ
円

準会員会費

年額

二 、

Q以U
円

賛
助
会
員
費

年禎

二 、

Q以)
円
以
上

筆
条

本会
の

決箪報告
は、

監
査
委
員
の
監
査
を

う
け
た
筏

動
汀
部
が

決算報告書を

総会

に
提
出
し、

そ
の

承認を

得な
け
れ
ば
な
ら

な
勺

付帥則一、

本ム

崩
は、

総会
の

決議
に
よ
り
改
変
す
る
こ
と

が
で
き
る。

二 、

本ム

扇
は 、

昭
和
六
十
年
四
月
一

日施行
の
龍
谷

大掌仏整ユ院生
ム
豆

一期
の
一
部
を

牽史
し、

平

成
三
年
五
月
一

日
よ
り
施
行
す
る。

三 、

平成六
年
四
月
十
八
日、

一

部室男

四 、

草成
二
十
四

年士
一
月
士

百 、

一

部室男

五 、

平
成一

干
五

年十
二

月46
目 、

一

票脅~

六 、

平成
二

+九年
四
月一

干
一
日、
一

部室男



巻 頭

龍谷大学悌教皐曾

会長 楠淳謹

幡谷大学悌教学研究室年制第25号が刊行の運びとなりました。36年前に、

本誌の創刊(1985年)に関わったメンバーの一人として、感慨深いものがありま

す。

当時、 龍谷大学仏教学の伝統誌である『仏教学研刻には、 専任教員の原稿が

主として掲載され、 院生の論文は『印度学仏教学研究.] r宗教研刻等に公開の場

を求めるなど、 掲載可能誌が限られていました。 そのような中、 当時の院生であ

った我々は、 自らの研究発表の場を創出する決意をし、『龍谷大学俳教学研究室年

報』を創刊いたしました。好余曲折ある中、 あれから36年総畠し、 第25号を自

主的努力で発刊した院生諸君の研究への積極的姿勢に、 心から敬意を払うととも

に、 さらなる研究の進展を衷心より願うものです。

時はあたかもコロナ禍の最中、 前期は悲しいかな、登校禁止の処置が取られま

した。 後期も感染リスクが喧伝される中で、 心を励まして学問・研究に遭進して

きた1年だ、ったと思われます。 そのような中で提出された論文7点を見ると、着

実な文献研究が大半を占めると共に、中には調査研究を背景にしたものも見られ、

コロナ禍の中で院生諸君が可能な限りの研究努力を積み重ねてきた一端を窺うこ

とができます。 また、 留学生諸君の意欲ある論文も複数点加わっており、 現在の

龍谷大学大学院のあり方を反映した国際色豊かな充実した号となっています。 こ

れは、 創刊号当時では考えられなかったことで、 誠に喜ばしい限りです。

コロナ禍にみまわれたとはいえ、 これからの研究はより一層国際的なものとな

り、 世界を横断する学術共同体( コンソーシアム) が幾つも計画され、 推進され

る時代になっていきます。 そのような中で、 380年の歴史と伝統を誇る龍谷大学

出身の研究者が、将来的に国内外の研究機関で活躍してくれることを念願しつつ、

巻頭の辞といたします。

2021年(令和3年) 3月



龍谷大学悌教学研究室年報25号2020年3月

葉 報

(2020年1月--12月)

2019年度仏教学院生会員研究発表題目

((2019年度龍谷大撃悌教皐曾学術研究発表会》

2020年l月23日(木)

・貌 墓(D2)

於:龍谷大学 (西量2F大 会議室 )

中国南北朝における浄土解釈について

・嶋本 弘徳(D2)

菩薩の 戒の 甚深殊勝について 一『摂大乗論』第VI章「増上戒学 品 j

における意趣を中心 に一

2019年度仏教学院生会員研究業績

-小山 一太(D3)

「メトロポリタン美術館所蔵 「燃燈 仏授記J 浮彫図の図像解釈」

『印度 準備 教 主要研究 � (68) 2，pp. 946-953，2020年3月

-西山 良慶(D3)

「法相論義 「真報 主」と 源信の (唐決)一輪廻の 主体をめぐる二

大 宗聞の 一大 詩 論一」

『龍谷大学 アジア仏教 文化研究叢書13 日本仏教と 論義』

pp.33-60， 2020年2月

「良算撰『愚草』 についての一考察 法相宗の 今ひと つの 論義抄

『印度 皐悌 教 皐研究 � (68) 2， pp.705・708，2020年3月

169 



議報

「法相論義抄 :良算撰『愚草』 についての一考察 一良算の 述作と

貞慶との関係を中心 に一 」

-李 鋸柴(D3)

『岐阜聖徳学 園大学 仏教文化研究所紀要 』第20号，

pp.53-71， 2020年3月

「金山寺戒壇の 舎利塔と 年代J

『京都外国語大学 COSMICAJ]第49号，pp.39-55， 2020年l月

「遠願寺士止石塔 の 四天王像・十二支像」

『京都外国語大学 研究論 叢』第94号，pp.63-80， 2020年l月

「険川・霊巌寺士止遺跡の考察 J

『帝塚山大学 考古学 研究所研究 報告J] XXII， pp.19-43， 2020年3月

「蔚山・大 和寺土止十二支舎利塔 」

『龍谷大学 仏教学 研究室年報』第24号，pp.65-82， 2020年3月

・規 事(D2)

「中国南朝仏教の行位解釈に 関する一考察 一成 実浬繋師を中心

に -J

『龍谷大学 傍 教学 研究室年報』第24号，pp.41-74，2020年3月

・嶋本 弘徳(D2)

[" W摂大乗論』第VI章 「増上戒 品」 への 註釈文献の翻訳 研究j

『龍谷大学 悌 教学 研究室年報』第24号，pp.144-114，2020年3月

・張 凱(D2)

「嬬祖と観音 一 文献と 図像に 基づく再検討 」

『悌 教学 研究室年報』第24号，113-143，2020年3月

170 



龍谷大学仰教学研究室年報 25号2020年3月

2020年度仏教学院生会員研究発表題目

《第三届全球婿祖文化論文集 ・三等賞》

2020年6 月6 日(土 ) 於:中華嬬祖文化交流協曾

-張 凱(D3) ほか合開発表

鳩祖信俗封 中日南 園人 心 相通的傑出貢献

《日本印度学仏教学会第71回学術大会》

2020年7月4 日(土) 於:オンライン(創価大学 主催)

・貌 事(D3)

中国南北朝期における無生法忍説の受容について

一行位説を手掛かりとして一

-嶋本弘徳(D3)

菩薩の 戒の 甚深殊勝について一『摂大乗論』第VI章 「増上戒品」

における教説の 再構成を中心 に

2020年7月5 日(日)

-隆 明(D3)

於 - オンライン(創価大学 主催)

李通玄における「入法界品」理解について 入法界衆を中心として

・劉 捧捧(D3)

説 一切有部の 形色実有説 について

衆賢のWJI頃正理論』 における形色の 存在証明を中心 に一

《第六届国際嬬祖文化皐術研討曾》

2020年 10月 24 日

-張 凱(D3)

於:オンライン( 園際婿祖文化皐術研討曾主催)

観音和鳩祖:従<天妃誕降>看婿祖信仰

- 171 



集報

《部派仏教研究会》

2020年12月 12日(土) 於:オンライン(大谷大学 主催)

-志智昭 良(Dl)

南伝上座部における縁起説と 輪廻の関係性

((2020年度修士論文中開発表会》

2020年10月27日(火) 於:龍谷大学 (東量302教 室 オンライン併用)

・篭橋 麻衣子(叩)

良遍の 浄土教思想、の研究

・森恵士(阻)

日本天台における円頓戒思想の研究

一 法勝寺流と庫山寺流の比較 研究を中心 に一

・上司ー慶(M2)

『華厳五教章指事』の研究

・王若賓(M2)

唐代中大雲寺円障の研究

-w楊伽経疏j] (P .2198、 S .5603) を中心としてー

・戴鴛(M2)

宋代における仏教儀礼の研究

一遵式の実践を中心 に一

2020年10月29日(木)

-浅井教群(M2)

於:龍谷大学 (東醤302教 室 オンライン併用)

ツオンカパの 空性理解に基づく三無性説 解釈

・犬塚 誠(M2)

律文献 にみられる看病比丘因 縁謂の研究

・プイテイニュットミン(M3)

『中論』第12章 「苦の考察 」

172 



龍谷大学例教学研究室年報 25号2020年3月

-諸註釈書及び『十二門論』との比較を通してー

2020年度仏教学院生会員研究業績

-大乗経典研究会 北山祐誓(研究生) ・安川真由(Dl) ほか

「 郁伽長者 所閉経 の党文供文一Sü仕ãlarpkãraparicaya I帰依品」 より

『インド学チベット学 研究 』第24号 ，pp.I-24，2020年12月

・小山 一太(研究生)

I I燃燈仏授記」 説話における散華供養者 の差異に 関する一 考

察」

『龍谷大学大学院文学 研究科紀要� 42， pp.21-31， 2020年12月

・李 鋸柴(研究生)

「 感恩寺社東西塔舎利容器 の内函 の考察」

『龍谷大学大学院文学 研究科紀要� 42，pp.I-19，2020年12月

-貌 墓(D3)

「中国南北朝期における無生法忍説の受容について 行位説を手

掛かりとして-J

『印度学仏教学 研究� (69) 1 ，  pp.198-201， 2020 年12月

・武山 蓮弥(D3)

「浬繋 図に見られる勝音天子」

『龍谷大学 大学院文学 研究科紀要� 42， pp.32-47 ，  2020年12月

-張 凱(D3)

「鳩祖と観音 「 天妃誕降本惇」 の翻訳と 図像に基づく再検討

『宗教 研究 』第94巻別冊要旨，pp.283-284， 2020年11月
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会報

-萩野 河太(Dl)

「日本天台における被接義の研究」

『龍谷大学大学院文学研究科紀要� 42， pp.12ト143 ，2020年12月

・常 偉(Dl)

r �因明正理門論』注釈書 の研究 一特に定賓撰『理門論疏 』を中心

として -J

『龍谷大学大学院文学研究科紀要� 42， pp.60-88， 2020年12月

2020年度院生会活動報告

-仏教学院生会研究発表会 6月19日(金) 於:オンライン

・卒業論文 の書き方説明会 10 月22日(木)以降

於:オンラインmanaba 卒業論文コース

・修士論文 中開発表会 10月27日( 火) ・29日(木)

於:東聾302教 室 (オンライン併用)

・ 仏教学院生会総会 11月21日(土) 於:オンライン

. �龍谷大学側教学研究室年報』第25号 発行 (3月)

勾，e



本誌は創刊以来、 龍谷大学仏教学科の院生の 自主的かっ意欲的な姿勢に よ る企画編集 を

経て 、 出版を実現し て き ま し た 。 近 年 は 院生の人数減少も あ い ま って か執筆者の減少が顕

著で し た が 、 院生 の研究成果を 発表で き る貴重な場が失 われ な い よ う に と 、 毎年 の 発刊 を

目標につと め て ま い り ま し た 。 財政難に よ り 一時は発刊 が危ぶま れた本誌ですが 、 賛助会

員 に よ る温か い お力添 え の も と 、 2017 年度以降各号に執筆応募が増 え 、内容の充実し た論

文雑誌の刊行が継続で き て お り ま す。

ここに『龍谷大学例教学研究室 年報』 第 25号の事業完了のご報告を申し 上 げ ま すと 共

に 、 龍谷皐曾及び龍谷大学親和会、 そ し て 賛助会員 を はじめ 、 ご協力を賜 り ま し た 関係各

位に対 し 、 謹んで御礼を申 し上げ ます。

2021 年 3 月 吉田 龍谷大学仏教学院生会

龍谷大学悌教学研究室年報 第25号
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